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流石に若々しい湯澤魁氏

カフェ EMANON（エマノン）でのくつろぎ

カフェ EMANON（エマノン）での談話シーン

―
―
地
域
と
若
者
と
の
幸
福
な
関
係
性
を
つ
く
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊳回

湯
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魁 

氏
（
一
般
社
団
法
人
未
来
の
準
備
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
・
事
務
局
長
）

▼
「
魁
」
は
、
さ
き
が
け

今
回
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
最
も
若
い
人
物
を
紹
介
す

る
。
彼
の
取
り
組
み
は
、〝

魁
〟
と
い
う
名
前
の
よ
う

に
、
さ
き
が
け
を
歩
ん
で
お

り
、
し
か
も
足
跡
を
残
し
て

い
る
。

そ
の
人
物
は
、
湯
澤
魁

氏
、
26
歳
。
１
９
９
５
年
10

月
、
札
幌
市
で
誕
生
し
た
。

父
親
の
転
勤
の
た
め
３
歳
で

広
島
市
に
、
小
２
か
ら
は
西

宮
市
に
、
と
引
っ
越
が
続
い

た
。
そ
し
て
中
学
か
ら
は
中

高
一
貫
の
名
門
、
私
立
灘
高

に
進
学
。
高
校
１
年
に
な
る

春
先
に
東
日
本
大
震
災
。
当

時
は
特
別
な
感
情
は
な
か
っ

た
が
、
同
高
校
教
師
の
現
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

話
を
聞
き
、
翌
年
３
月
に

は
、
宮
城
・
福
島
の
被
災
地

で
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
。

こ
れ
が
、
今
日
に
至
る
彼

の
生
き
方
で
あ
る
〝
内
発
性

活
動
〟
の
導
火
線
に
火
が
点

い
た
。
灘
高
の
多
く
の
生
徒

は
、
現
場
を
棚
上
げ
し
た
国

家
論
や
国
際
論
で
悦
に
入
り

（
浸
り
）
や
す
い
。
し
か

し
、
現
場
に
立
て
ば
意
識
は

変
わ
る
。
世
界
に
は
、「
二

種
類
の
人
間
が
い
る
。
現
場

を
見
て
意
識
が
変
わ
る
奴
と

変
わ
ら
な
い
奴
だ
」。
湯
澤

は
、
前
者
の
奴
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
生
徒
会
に
「
東

北
合
宿
」
を
立
ち
上
げ
、
夏

休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
の

度
に
宮
城
・
福
島
の
沿
岸
部

を
訪
問
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
気
仙
沼
で
は
、
ホ

テ
ル
望
洋
の
経
営
者
夫
妻
や

支
援
者
と
の
篤
い
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
た
。
現
地
の
声
を

地
元
の
神
戸
で
多
く
の
人
に

伝
え
た
。

２
０
１
４
年
、
灘
高
を
卒

業
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学

部
に
進
学
し
た
。
東
北
で
の

出
会
い
が
拡
が
り
、
大
学
進

学
後
は
、
月
に
２
回
以
上
の

ペ
ー
ス
で
東
北
に
通
い
続
け

た
。
個
人
や
明
治
大
学
の
学

内
サ
ー
ク
ル
「
き
ず
なInte

rnational

」
に
て
学
習
支

援
や
農
業
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
に
行
っ
た
ほ
か
、

だ
、
こ
の
人
の
下
で
働
き
た

い
と
直
感
し
た
と
い
う
。

次
の
コ
メ
ン
ト
は
、
湯
澤

氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

で
述
べ
て
い
る
。「
僕
の
場

合
は
代
表
の
下
で
働
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
大
き
か
っ
た

で
す
ね
。
白
河
が
好
き
だ
か

ら
白
河
に
来
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
て
、
一
緒
に
働
き

た
い
と
感
じ
た
人
が
、
地
方

へ
の
問
題
意
識
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
る
人
で
、
た
ま
た

ま
白
河
で
活
動
し
て
い
た
と

い
う
感
じ
で
す
。
地
元
だ
っ

た
ら
愛
着
が
原
動
力
に
な
っ

た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
け

ど
、
自
分
の
場
合
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。」

こ
う
し
た
生
ま
れ
た
の
が

〝
伴
走
〟
と
い
う
意
味
合
い
。
こ
れ

る
。
こ
れ
が
古
民
家
カ
フ
ェ

「
エ
マ
ノ
ン
」
の
運
営
で
、
も

っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
だ
と
い
う
。〝
高
校
生
び
い

き
〟
は
、
エ
コ
モ
ン
・
ス
タ

ッ
フ
の
重
要
な
資
質
の
一
つ

で
、
１
年
間
に
渡
っ
て
高
校

生
の
日
常
に
寄
り
添
う
感
覚

で
あ
る
。

高
校
生
に
は
、「
き
ょ
う

も
放
課
後
、
本
町
９
番
地
に

行
け
ば
、
私
の
話
を
聞
い
て

受
け
止
め
て
く
れ
る
、
ち
ょ

っ
と
大
人
の
あ
の
人
が
い
る

状
況
」
こ
そ
が
、
居
心
地
が

い
い
。〝
高
校
生
び
い
き
〟

は
、
こ
れ
を
地
域
の
高
校
生

に
届
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。

高
校
を
卒
業
し
白
河
を
離

れ
た
学
生
や
社
会
人
た
ち

が
、
帰
省
の
際
に
エ
コ
モ
ン

に
顔
を
出
し
て
く
れ
、
地
元

出
身
の
大
学
生
・
社
会
人

が
、
自
ら
白
河
で
活
動
す
る

動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

▼
エ
マ
ノ
ン
の

　

エ
フ
ェ
ク
ト
と
課
題

２
０
２
１
年
に
、
エ
コ
モ

ン
利
用
者
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中

心
に
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で

実
施
し
た
「
白
河
若
者
会
議

２
０
２
１
」
で
は
、
２
０
０

人
以
上
の
来
場
者
が
り
、
若

者
の
声
を
届
け
る
機
会
と
な

っ
た
。

結
果
、
住
ん
で
い
る
場
所

は
違
っ
て
も
、
所
縁
（
ゆ
か

り
）
あ
る
若
者
た
ち
が
、
再

び
学
び
を
持
ち
帰
っ
た
り
、

地
域
の
未
来
の
た
め
に
議
論

し
た
り
す
る
景
色
が
、
少
し

ず
つ
白
河
に
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、〝
意
志
あ
る
関
係

人
口
〟
と
し
て
の
若
者
が
、

白
河
と
つ
な
が
り
続
け
る
仕

組
み
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
社
会
人
と
な

っ
た
若
者
が
、
高
校
生
の
よ

う
に
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
を
訪

れ
る
の
も
、
大
学
生
の
よ
う

に
活
動
す
る
の
も
難
し
い
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も
一
人

の
若
者
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
３
年
５
年
10
年
と
カ
フ
ェ

に
勤
務
し
、
毎
年
の
高
校
生

に
寄
り
添
う
こ
と
は
不
可
能

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

大
学
生
・
社
会
人
に
な
っ
た

若
者
の
帰
り
を
、
高
校
時
代

の
日
常
に
寄
り
添
っ
た
ス
タ

ッ
フ
が
ず
っ
と
継
続
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

▼
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　

ね
ら
い

そ
の
解
決
の
た
め
に
考
え

出
さ
れ
た
の
が
、
今
回
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。「
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
だ
け

が
高
校
生
の
居
場
所
と
活
動

の
場
所
」
だ
っ
た
状
態
か
ら

「
ま
ち
が
丸
ご
と
若
者
の
居

場
所
」
に
拡
張
し
た
い
。

そ
れ
は
、
だ
れ
か
特
定
の

個
人
に
地
域
づ
く
り
を
背
負

わ
せ
な
い
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
の
「
白
河
モ
デ
ル
」。

こ
れ
を
日
本
中
に
広
げ
た

い
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
次
の

よ
う
ら
し
い
。

◆
西
暦
２
０
１
１
年
、
大
学

の
な
い
ま
ち
白
河
で
は
、

高
校
卒
業
は
、
若
者
が
地

域
と
関
わ
る
機
会
の
喪
失

を
意
味
し
て
い
た
。
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
世

代
の
姿
が
見
え
な
い
。
若

者
が
離
れ
て
い
く
過
程
を

通
じ
て
、
街
全
体
が
自
信

を
失
っ
て
い
た
。

◆
西
暦
２
０
２
１
年
、
ま
ち

な
か
の
と
あ
る
カ
フ
ェ
に

は
、
現
役
の
高
校
生
と
、

地
域
を
離
れ
た
大
学
生
と

社
会
人
と
が
、
未
来
や
人

▼
〝
伴
走
〟
す
る
こ
と

　

＆ 

そ
の
先
に
あ
る
も
の

湯
澤
氏
は
、
た

ま
た
ま
エ
マ
ノ
ン

の
青
砥
代
表
と
会

っ
て
、
面
白
い
人

国
内
外
の
高
校
生
が
福
島
県

浜
通
り
に
集
い
、
地
域
の
未

来
を
考
え
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
の
企
画
・
運
営
、
双
葉
郡

広
野
町
の
道
の
駅
の
基
本
構

想
策
定
な
ど
に
も
携
わ
っ
た
。

次
々
と
活
動
が
広
が
り
そ

の
実
施
の
た
め
４
年
次
は
休

学
。
ア
シ
ョ
カ
・
ユ
ー
ス
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
ユ
ー
ス
ベ
ン
チ

ャ
ラ
ー
。
大
学
を
卒
業
し
た

い
ま
は
、
福
島
県
白
河
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
」（
エ
マ
ノ

ン
）
を
拠
点
に
、
白
河
の
高

校
生
の
居
場
所
づ
く
り
、
地

域
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、
筆
者
と
の
出
会
い

は
、
福
島
の
熱
血
高
校
教

師
・
高
村
泰
広
氏
の
紹
介

で
。
２
０
１
５
年
の
第
３
回

国
連
防
災
会
議
（
仙
台
市
）

で
「
被
災
地
か
ら
伝
え
る
思

い
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
ん

だ
。
湯
澤
氏
は
、
ず
ば
り

「
学
生
か
ら
見
た
被
災
地
支

援
」
を
、
筆
者
は
「
展
望
室

＆
Ｆ
Ｍ
放
送
局
付
き
発
電
風

車
の
提
案
」
を
行
っ
た
。

以
下
、
同
氏
の
活
動
と
エ

フ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

▼
「
第
三
の
場
」
と
し
て
の

　

カ
フ
ェ
「
エ
マ
ノ
ン
」

湯
澤
氏
は
現
在
、
一
般
社

団
法
人
「
未
来
の
準
備
室
」

の
理
事
、
事
務
局
長
の
肩
書

を
も
つ
。
そ
の
現
場
は
、
前

こ
れ
は
、
青
砥
氏
の
体
験

で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
青
砥

氏
が
エ
ラ
イ
の
は
、
そ
う
し

た
構
想
を
、
行
政
と
相
談
し

て
、
市
の
予
算
で
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｎ
』
を
つ
く
っ
た
こ
と
。

現
在
、
同
カ
フ
ェ
は
、
８
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
運
営
さ
れ

て
い
る
。
高
校
生
は
入
場
無

料
・
学
割
あ
り
。
電
源
・
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
利
用
も
で
き
る
。

軽
食
、
ド
リ
ン
ク
が
あ
り
、

食
べ
物
の
持
ち
込
み
も
よ

い
。
読
書
も
語
り
も
出
来

る
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
滞

在
可
能
だ
。
い
ま
の
時
期
に

は
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
し
て

も
利
用
で
き
る
。

◆
西
暦
２
０
３
１
年
、
地
方

都
市
の
未
来
は
、
白
河
か

ら
生
ま
れ
て
い
た
。
大
学

が
な
く
て
も
、
高
校
生
や

若
者
が
地
域
の
中
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
る
瞬
間

に
立
ち
会
う
こ
と
で
、
社

会
に
つ
い
て
学
び
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
地
域

と
関
わ
る
自
分
を
肯
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
景
色
が
あ
た
り
ま
え
に

な
っ
た
ま
ち
が
白
河
か
ら

広
が
っ
て
い
た
。

▼
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　

内
容

エ
マ
ノ
ン
の
課
題
と
、
現

在
の
地
方
都
市
の
高
校
生
と

若
者
の
課
題
、
を
受
け
止
め

て
、
今
回
、
２
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。

一
つ
目
は
、
エ
マ
ノ
ン
と

高
校
生
と
の
つ
な
が
り
を
基

盤
に
、
地
域
と
高
校
生
の
仲

介
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
機

能
を
し
っ
か
り
と
担
え
る
よ

う
に
地
域
と
高
校
生
の
マ
ッ

チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
つ
く
る
こ
と
。

①
地
域
と
高
校
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

『
ユ
ー
ス
ボ
ラ
セ
ン
』

二
つ
目
は
白
河
ゆ
か
り
の

人
た
ち
が
、
意
志
あ
る
関
係

人
口
と
し
て
、
い
つ
で
も
白

河
と
つ
な
が
り
、
白
河
の
持

続
可
能
性
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ

く
る
こ
と
。

②
白
河
ゆ
か
り
の
人
が
、
意

志
あ
る
関
係
人
口
と
し

て
、
い
つ
で
も
白
河
と
つ

な
が
り
、
利
他
の
循
環
が

起
き
る
『
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
説
明
に
あ
る
よ
う

に
、
全
人
的
な
地
域
社
会
に

よ
る
孤
立
し
な
い
社
会
＆
地

域
を
高
校
生
（
お
よ
び
そ
の

Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
）
に
着
目
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
を
構
想
し
て
い
る
。

▼
む
す
び

こ
れ
ら
は
、
人
の
つ
な
が

り
が
「
社
会
関
係
資
本
」
で

あ
り
、『
ユ
ー
ス
ボ
ラ
セ

ン
』
と
『
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
』
の
実
践
を
通
じ

て
、
そ
の
理
解
が
拡
が
れ
ば

い
い
。
若
者
の
実
動
力
と
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
の
突
破
力
を

期
待
し
た
い
。

筆
者
の
団
体
・
洸
楓
座
で

は
、
エ
マ
ノ
ン
の
取
組
よ
り

も
年
齢
層
の
高
い
人
を
対
象

に
し
、
地
域
全
体
に
範
囲
を

広
げ
た
「
ま
ち
の
縁
側
」
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ

っ
て
い
る
が
、
両
者
は
似
た

地
域
共
生
社
会
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た

子
供
を
対
象
に
し
た
佐
久
地

域
こ
ど
も
応
援
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
。
こ
こ
で
も
、
第
３
の
居

場
所
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
関
わ
り
が
深
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
者
と
し

て
の
若
者
と
、
暮
ら
し
の
現

場
で
あ
る
地
域
が
と
も
に
幸

福
な
関
係
性
を
つ
く
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
湯
澤
魁

氏
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
。

【
註
１
】
湯
澤 

魁
、「
移
住

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
02
」
、

https://www.shirakawa-

iju.jp/interview/yuza

wa/

【
註
２
】
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
フ
ェEMANON

」、

http://emanon.fukushi

ma.jp/

【
註
３
】

青
砥
和
希
、
「
移
住
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」<

特
別
篇>

、

https://www.shirakawa-

iju.jp/interview/aoto/

【
註
４
】

タ
イ
ト
ル
は
無
題
と
い
う
意

味
で
、
逆
か
ら
読
む
と“

NO 

NAME”

と
な
る
。
サ
ザ
ン
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
楽
曲
の
名

前
に
も
あ
る
。

https://www.hmv.co.

jp/artist_%E3%82%B5%

E3%82%B6%E3%83%B3%E3

%82%AA%E3%83%BC%E3%8

3%AB%E3%82%B9%E3%82%

B
F
%
E
3
%
8
3
%
B
C
%
E
3
%
8
2
%

BA_000000000008907/

item_EMANON_1067872

同
様
の
名
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
東
京
に
あ
る
。

生
を
語
り
合

う
景
色
が
あ

っ
た
。
な
ん

と
な
く
、
こ

の
場
所
に
く

れ
ば
、
自
分

の
知
ら
な
い

自
分
や
、
ま

だ
会
っ
た
こ

と
の
な
い
誰

か
に
会
え
る

か
も
、
そ
ん

な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。

述
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
フ
ェ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
」

（
エ
マ
ノ
ン
）
で
あ
る
。
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
は
、
Ｎ
ｏ 

Ｎ

ａ
ｍ
ｅ
（
無
名
）
の
綴
り
を

逆
に
し
た
も
の
。
こ
れ
は
、

こ
の
創
設
者
で
あ
る
青
砥
和

希
氏
の
命
名
で
あ
る
と
い

う
。
な
か
な
か
妙
味
な
名
前

で
あ
る
。
同
じ
発
想
で
、
１

９
８
６
年
の
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
曲
目
に
も
Ｅ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
が
あ
る
。
こ
ち
ら

は
無
題
と
称
し
て
い
る
。

エ
マ
ノ
ン
は
白
河
市
本
町

９
に
あ
っ
た
築
90
年
の
空
き

家
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
カ
フ
ェ
に
し
た
。
そ
の

構
想
は
、
地
元
出
身
で
当
時

は
東
京
の
大
学
院
生

だ
っ
た
青
砥
氏
に
よ

る
。
白
河
に
は
大
学

が
な
い
。
す
る
と
高

校
生
が
地
元
の
若
者

と
し
て
の
担
い
手
。

し
か
し
、
勉
強
や
ク

ラ
ブ
活
動
で
家
庭
と

高
校
の
往
復
に
な
り

易
い
。　

都
会
の
高

校
生
に
は
、
カ
フ
ェ

と
い
う
自
分
の
自
由

な
居
場
所
を
見
つ
け

る
こ
と
が
出
来
る

が
、
地
方
都
市
に
は

そ
う
い
う
場
所
が
な

い
。
家
庭
で
も
な

く
、
学
校
で
も
な
い

第
３
の
居
場
所
、
息

抜
き
の
場
が
欲
し
い
。

は
、
冒
頭
に
ふ
れ
た

〝
内
発
性
活
動
〟
と
も

重
な
っ
た
。
湯
澤
氏

の
い
う
〝
伴
走
〟
と

は
、
メ
イ
ン
で
走
る

人
を
単
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
だ
け
で
は
な
く

て
、
自
分
も
一
緒
に

走
る
こ
と
。「
よ
そ

者
」
が
「
よ
そ
者
」

と
し
て
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、

本
来
主
役
た
る
べ
き

そ
こ
に
住
ま
う
人
々

と
共
に
奔
走
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。

も
う
一
つ
の
意

味
合
い
（
コ
ン
セ

プ
ト
）
が
、〝
高
校

生
び
い
き
〟
で
あ


